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山形ＤＷＡＴについて 

山形県地域福祉推進課 

地域福祉担当 

 

１ ＤＷＡＴの概要 

ＤＷＡＴ（Disaster Welfare Assistance Team）とは、大規模災害発生時

に避難所において、高齢者・障がい者・妊産婦・こどもなどの要配慮者に対す

る支援を行う災害派遣福祉チームです。 

ＤＷＡＴは、社会福祉士・介護福祉士・保育士等、各福祉分野の専門家で構

成されます。災害時には、事前に登録されたチーム員名簿から派遣可能な方

を選んでチームを編成します。 

 

２ ＤＷＡＴの必要性について 

近年、災害そのものではなく、避難後に体調の悪化等が原因で被災者が亡

くなる「災害関連死」が増加する傾向にあります。平成 28 年に発生した熊本

大地震では、死者273名の８割にあたる223名が災害関連死とされています。 

このような災害関連死は、避難所における福祉的な支援があれば、相当数

防止することができます。 

 

３ 活動イメージ 

 



2 

 

４ よくある質問  

 

Ｑ１ 事前に施設・団体が協力申出書を提出したり、職員個人がチーム員とし

て登録した場合、必ず被災地へ派遣されることになりますか？ 

Ａ１ 事前に協力申出書を提出したり、チーム員として登録されていても、派

遣要請に応じる義務が発生するわけではありません。 

災害が発生し、被災自治体からＤＷＡＴチーム派遣の要請があった場合、

登録者に対してメールで派遣要請を行い、派遣可能と回答のあった方を対

象として派遣調整を行います。  

チーム員は、ご自分の健康状態や勤務先の状況を踏まえて、判断してく

ださい。派遣に適さない状態であれば、無理せず辞退していただいて構い

ません。 

 

Ｑ２ 派遣されたチームは、被災地でどのくらいの期間活動することになりま

すか？ 

Ａ２ 原則として、往復の移動日を含んで５日間です。 

 

Ｑ３ 派遣されるチーム員の人件費はどうなりますか？ また、旅費などはチ

ーム員の自己負担になりますか？ 

Ａ３ ①人件費、②旅費（宿泊費含む）、③車両燃料代等については、災害救助

法の適用がある場合に県が負担します。 

 

Ｑ４ 派遣されたチーム員が被災地でケガをした場合の補償はありますか？ 

Ａ４ 県がチーム員を対象とする傷害保険に加入していますので、チーム員へ

保険金の支払があります。 

 

Ｑ５ 他県ではどのくらいチーム員が登録されていますか？ 

Ａ５ 北海道・東北６県で約１，２００人のチーム員が登録されています（令

和６年現在）。 

山形県では、現在６７名が候補者として届出されています。 

 

Ｑ６ 施設がＤＷＡＴのチーム員派遣に協力する場合、何か事前手続が必要に

なりますか？ 

Ａ６ 事前に基本協定や派遣協定等を締結していただく必要があります 

 


